
経
済
文
教
常
任
委
員
会

一
般
会
計
　
ま
ち
づ
く
り
部
門

村
田
　
路
線
バ
ス
の
予
算
５
０
０
万
円
は

確
定
し
た
の
か
？

課
長
　
24
年
度
も
前
年
同
様
５
０
０
万
円

の
運
行
補
助
で
委
託
し
ま
す
。

岩
本
　
新
規
の
道
路
橋
梁
共
同
シ
ス
テ
ム

使
用
料
と
は
？

課
長
　
23
年
度
に
橋
梁
点
検
を
し
た
結
果

に
基
づ
き
、
24
年
度
は
神
奈
川
県
の
都
市

整
備
技
術
セ
ン
タ
ー
が
中
心
に
な
り
シ
ス

テ
ム
を
動
か
す
予
算
で
す
。
主
に
は
計
画

策
定
費
用
と
共
同
シ
ス
テ
ム
維
持
費
用
で

13
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

岩
本
　
道
路
改
修
工
事
で
１
８
０
０
万
円

計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
具
体
的
な
計
画
場

所
は
？

課
長
　
24
年
度
は
町
道
１
号
線
を
引
き
続

き
１
４
０
ｍ
舗
装
す
る
予
定
と
、
他
４
ヶ

所
の
計
５
ヶ
所
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

青
木
繁
　
街
灯
修
繕
事
業
の
予
算
は
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
す
る
た
め
の
も
の
か
？

課
長
　
電
気
料
は
定
額
と
な
っ
て
お
り
器

具
等
の
初
期
投
資
費
用
が
掛
か
る
の
で
、

今
後
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

岩
本
　
都
市
計
画
基
礎
調
査
委
託
料

２
５
０
万
円
新
規
は
真
鶴
町
都
市
計
画
区

域
策
定
の
準
備
の
も
の
か
？

課
長
　
５
年
に
１
回
の
都
市
計
画
区
域
に

つ
い
て
、
都
市
の
状
況
、
動
向
を
正
確
に

把
握
し
都
市
計
画
策
定
と
実
施
を
適
切
に

遂
行
す
る
た
め
の
調
査
事
業
の
費
用
で
す
。

岩
本
　
空
き
地
、
空
き
家
に
関
す
る
予
算

が
削
除
さ
れ
た
が
今
後
ど
う
な
の
か
？

課
長
　
臨
時
雇
用
の
補
助
金
を
利
用
し
て

行
っ
て
い
た
事
業
で
す
。
今
後
は
町
職
員

で
同
様
に
行
い
ま
す
。

神
野
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
昼
間
は
町

の
職
員
が
運
転
し
て
い
て
固
定
化
し
て
い

る
よ
う
に
見
え
、
町
の
利
用
者
も
固
定
化

し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
が
ど
の
様
に
考

え
る
か
？

課
長
　
昼
間
は
町
の
職
員
が
運
転
し
て
補

助
に
臨
時
職
員
が
付
い
て
い
ま
す
。
夜
間

に
つ
い
て
は
運
転
手
、
補
助
員
と
も
に
臨

時
職
員
の
体
制
で
す
。
昼
間
は
職
員
が
14

名
登
録
し
て
あ
り
月
に
１
回
午
前
と
午
後

の
ど
ち
ら
か
の
運
転
を
し
、
そ
れ
以
外
は

ま
ち
づ
く
り
課
の
職
員
が
運
転
し
て
い
ま

す
。
24
年
度
は
再
度
、
職
員
に
ア
ン
ケ
ー

ト
を
と
り
、
決
め
て
い
き
ま
す
。

神
野
　
い
き
が
い
事
業
団
に
委
託
や
、
バ

ス
会
社
と
提
携
し
て
新
た
な
モ
デ
ル
事
業

と
し
て
や
っ
て
い
け
な
い
か
？

課
長
　
い
き
が
い
事
業
団
に
登
録
し
て
い

る
方
は
、
あ
る
程
度
高
齢
の
方
が
登
録
さ

れ
て
い
ま
す
。
荒
井
城
址
公
園
の
管
理
や

草
と
り
な
ど
を
担
当
し
て
頂
い
て
い
る
の

で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
転
は
考
え
て

い
ま
せ
ん
。
バ
ス
会
社
と
の
提
携
に
つ
い

て
は
導
入
の
際
に
色
々
な
形
で
試
算
し
現

在
の
一
番
安
い
方
法
で
行
っ
て
い
ま
す
。

料
金
徴
収
は
、
２
種
免
許
な
ど
の
必
要
性

か
ら
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

神
野
　
耐
震
診
断
補
助
事
業
は
申
請
者
が

少
な
い
の
で
今
後
の
考
え
は
？

課
長
　
耐
震
診
断
は
1
件
あ
た
り
２
万
円

の
補
助
を
し
て
い
ま
す
。
23
年
度
実
績
は

０
件
で
し
た
。
簡
易
診
断
の
補
助
を
す
る

制
度
で
し
た
が
申
請
は
有
り
ま
せ
ん
で
し

た
。　

　
　
　
　
　
　
　
教
育
部
門

岩
本
　
新
し
い
公
共
の
場
づ
く
り
モ
デ
ル

事
業
補
助
金
は
、
貝
類
博
物
館
や
海
の
学

校
を
手
が
け
る
も
の
と
聞
い
た
が
具
体
的

に
は
？

課
長
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
町
が
協
働
で
事
業
を
す

る
も
の
で
す
。
去
年
の
秋
に
補
助
が
つ
い

た
も
の
で
新
年
度
も
補
助
が
付
き
ま
し

た
。
新
年
度
は
海
の
学
校
の
事
業
展
開
を

年
間
30
回
ほ
ど
磯
の
生
物
の
調
査
、
観
察

会
、
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
観
察
会
の
事
業
を
実

施
し
て
い
き
ま
す
。
対
象
は
町
内
の
小
学

生
、
町
民
で
す
。
町
外
の
方
を
対
象
と
し

た
も
の
も
あ
り
ま
す
。
大
き
な
事
業
は
参

加
者
枠
１
０
０
名
の
水
中
の
映
像
上
映
会

と
年
度
末
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
な
ど

Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
委
託
し
て
行
っ
て
い
き
ま
す
。

村
田
　
美
術
館
観
覧
料
２
５
０
万
円
の
減

は
特
別
展
を
や
ら
な
い
の
で
減
に
し
た
の

か
、
も
し
く
は
東
日
本
大
震
災
の
影
響
が

ま
だ
続
い
て
い
る
の
で
減
に
し
た
の
か
？

課
長
　
没
後
20
年
の
記
念
展
が
な
い
の
が

大
き
な
内
容
で
す
。
た
だ
し
観
覧
料
は
３
月

議
会
で
大
幅
な
減
と
な
っ
た
も
の
を
考
慮
し

現
実
に
近
い
形
で
計
上
し
た
も
の
で
す
。

岩
本
　
23
年
度
に
あ
っ
た
芸
術
文
化
事
業

助
成
金
２
８
７
万
３
千
円
が
新
年
度
は
な

い
が
？

課
長
　
没
後
20
年
記
念
展
に
際
し
て
４
つ

の
団
体
か
ら
補
助
金
を
頂
き
、
文
化
庁
の

も
の
を
載
せ
た
補
助
金
で
し
た
。

神
野
　
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
を
し
て
何
年

か
経
つ
が
犯
罪
防
止
の
抑
止
力
と
な
っ
て

い
る
か
？

課
長
　
以
前
の
よ
う
に
た
ま
り
場
と
な
り

タ
バ
コ
の
吸
殻
が
あ
っ
た
と
か
室
内
が
荒

ら
さ
れ
た
と
か
な
い
の
で
効
果
は
あ
る
と

思
い
ま
す
。

岩
本
　
小
学
校
に
入
れ
た
放
射
能
測
定
器

は
保
守
点
検
は
い
ら
な
い
の
か
？

課
長
　
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
特
に
ご
ざ
い
ま

せ
ん
。
な
に
か
あ
っ
た
時
は
、
ア
ド
フ
ュ

ー
テ
ッ
ク
社
が
来
て
く
れ
ま
す
。
福
島
な

ど
に
も
１
０
０
台
以
上
納
品
し
て
い
る
会

社
で
す
。

　
　
　
　
　
　
産
業
観
光
部
門

岩
本
　
お
林
展
望
公
園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

は
人
気
が
出
る
と
予
想
を
し
て
い
る
が
、
一

般
会
計
の
中
で
こ
の
ま
ま
や
っ
て
い
く
の

か
、
特
別
会
計
に
す
る
つ
も
り
は
あ
る
か
？

課
長
　
24
年
度
が
初
年
度
と
い
う
こ
と
で

ど
れ
く
ら
い
利
用
が
あ
る
か
ま
だ
把
握
し

き
れ
て
い
ま
せ
ん
が
今
後
の
推
移
を
み
た

な
か
で
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

村
田
　
鳥
獣
に
つ
い
て
広
域
で
連
携
し
て

対
処
し
な
い
と
追
い
払
っ
て
も
、
ま
た
隣

の
町
か
ら
も
追
い
払
う
の
で
猿
と
か
猪
が

行
っ
た
り
来
た
り
し
て
し
ま
う
の
で
広
域

で
連
携
し
な
い
と
だ
め
だ
と
相
談
を
受
け

た
が
広
域
で
取
り
組
む
こ
と
は
考
え
て
い

る
の
か
？

課
長
　
県
の
行
政
セ
ン
タ
ー
で
緊
急
雇
用

補
助
金
を
活
用
し
て
３
月
中
旬
頃
ま
で
追

い
払
い
を
や
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
そ
の

結
果
は
ま
だ
聞
い
て
い
ま
せ
ん
が
、
県
を

中
心
と
し
て
広
域
で
対
応
し
て
い
る
状
況

で
す
。

青
木
繁
　
農
と
み
ど
り
の
整
備
事
業
補
助

金
４
０
０
万
円
の
事
業
内
容
の
詳
細
は
？

課
長
　
現
在
、
沢
尻
農
道
の
拡
幅
工
事
を

行
っ
て
い
ま
す
。
24
年
度
に
つ
い
て
も
、

す
で
に
買
収
し
た
用
地
の
部
分
に
つ
い
て

は
、
整
備
を
し
来
年
度
で
終
了
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
距
離
的
に
は
21
・
５
ｍ
を
拡
幅
施
工
し

ま
す
。

村
田
　
湘
南
ゴ
ー
ル
ド
振
興
協
会
負
担
金

で
こ
の
協
議
会
は
ど
う
い
う
も
の
か
？
ま

た
湘
南
ゴ
ー
ル
ド
を
栽
培
し
て
い
る
真
鶴
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○議会や議員の目標などを定めた規定

○目標を実現するための方策を定めた規定

○議会や議員の活動基盤を定めた規定

真鶴町議会基本条例の構成図 （発委第１号の概要）
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第３章　町民と議会の関係

第７章  議会組織の充実・・・議会組織を充実させることで議会の活性化を図ります。

第８章  議員定数、議員報酬及び政治倫理・・・定数・報酬を適正に、政治倫理の徹底を図ります。

第９章　補 則

第４章  議会・議員と町長等の関係

第５章　自由討議による合意形成 （第13条）

第６章　議会防災活動 （第14条）

第１章　総  則

・私たち真鶴町民は、先人から受け継いだ歴史あるこの町を愛し、誇りとします。
・いつまでも心ふれあう住みよい町をめざして、真鶴町議会はたゆまぬ努力を惜しみません。

町民参加を基本とした透明性のある開かれた議会運営を行い、もって活力ある
豊かなまちづくりと町民福祉の向上に寄与することを目的とします。

①公正性・透明性・信頼性を重んじ、開かれた議会運営をめざします。
②情報公開を推進するとともに、町民参加の機会を確保します。
③政策形成機能の強化を図ります。
④町の政策について、常に町民の立場から監視し、評価します。
①議員相互の自由な討議を尊重しなければなりません。
②町民全体の福祉の向上をめざして活動しなければなりません。
③町の課題について、町民の意見、要望等の的確な把握に努めます。
④町の課題について、政策の提言・提案を広く行うよう努めます。

この条例は、議会運営における最高規範として位置付けられます。

目      　　的　（第１条）

最高規範性　（第２条）

第２章　議会及び議員の活動原則

目的・理念の実現

議会の活動原則　（第３条）

議員の活動原則　（第４条）

町民参加・連携 （第５条）
町長等との関係に関する基本原則（第７条）

緊張関係構築のための方策（第８条）

政策等の形成過程に関する説明（第９条）

予算・決算の説明資料の作成（第10条）

議決権の行使・政策の提言等（第11条）

自治法第96条第２項の議決事件（第12条）

議会報告会  （第６条）

特別委員会の設置等（第15条） 議員研修の充実強化（第16条）

議会事務局の体制整備（第18条） 議会図書室の整備（第19条）

見直し手続（第23条）

議会広報の充実（第17条）

議員定数（第20条） 議員報酬（第21条） 議員の政治倫理（第22条）

①わかりやすく、積極的な情報発信　②議員の賛否結
果の公表　③会議の原則公開　④会議予定の周知
⑤傍聴者への審議資料の配布　⑥請願や陳情への誠
実対応　⑦意見交換会の開催

①議員相互の討議を充実させます。
②政党や会派に過度に捉われず、自由な討議により合
意形成を図っていきます。

町長が定める防災計画と連携した議会防災危機管理要
綱を定めます。

少なくとも毎年１回以上、議会報告会を開催

※町長等＝町長・その他の執行機関・その職員

①町長等と緊張関係の構築　②対等な立場での議論

①反問権の付与　②一問一答方式の質疑可能
③答弁骨子の事前提出　④開会・閉会中の文書質問

重要政策について、町長等への説明要求

予算・決算審議について、町長等への説明要求

法律で定められた事項以外の議決事項の追加

基
本
条
例
構
成
図


